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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、かつては共に共産圏であった旧ソ連、旧東欧諸国（特に黒海地域）のEUへの接近・
統合プロセスを明らかにすることを目的に、文献研究と現地調査によって比較検討を進めたも
のである。特に、紛争勃発と平和構築のプロセス、未承認国家、民主化、経済発展、エネルギ
ーポリティクスなどを中心に両地域を比較した。歴史的背景に加え、欧州への地理的な近さ、
ロシアの影響力の強さなどが特に両地域の違いを生んでいることが分かった一方、旧ソ連・旧
ユーゴスラヴィアに見られるような「連邦解体後」の共通問題なども明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to clarify the former communist states’ approaching and integrating 

process to EU by comparative research between the USSR and the former Eastern Europe, 

especially in the Black Sea region, using the materials and field research focusing on 

the process of conflict and peace-building, unrecognized states, democratization, 

economic development, energy politics mainly. I made clear that historical backgrounds, 

geographical proximity to Europe, and Russian influences make the difference between the 

2 regions, on the other hand I found that common problems of “post-federation” are still 

serious such as the former USSR and the former Yugoslavia. 
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１．研究開始当初の背景 

 2008 年 8 月にグルジアとの間でいわゆる

「グルジア紛争」が勃発したが、その背景に

は多くの国内的、地域的、国際的問題があっ

たが、なかでも、欧米の旧ソ連圏への関与の

増大やNATOの西方拡大、ひいては欧米諸国の

ロシアの勢力圏への浸食はロシアをグルジア

攻撃に駆り立てた理由のなかで大きな位置を

占めると言ってよい。それ以後、欧米諸国は

旧共産圏、とりわけ旧ソ連諸国に対する政策

に対し、極めて慎重になっている。そのため、

2011年の今現在はあまり表面に出てこなくな

っているが、本研究を開始した 2007 年度は、

まだEUの拡大路線が顕著で、同年1月にルー

マニアとブルガリアがEUの第6次拡大で加盟

を果たした直後の時期であり、EU拡大の議論

が積極的になされていた。そして、EU拡大の

問題は旧ソ連地域を専門とする者にとって、

極めて重要と感じられた。 

 当時でも、EU拡大の研究は、内外で多くの

研究者が非常に充実した形で進めていた。だ

が、それらの研究はEUおよびEUに加盟する

ことが想定されているいわゆる欧州諸国の側

の視点に立ったものに限定されていると言っ

てよかった。地理的な概念からはEUから遠い

が、EU 入りを希望し、かつ EU 側も一定の関

心を示している諸国からの視点に立った研究

は、それまでほとんどなされてこなかったと

言える。 

 また、EUの拡大の副次的な動きと言ってよ

い、研究開始当時進められていたEUのENP（欧

州近隣諸国政策）や、のちに着手されたEUの

東方パートナーシップ政策については、まだ

学術的研究がほとんどなされていない状態で

あった。 

 そこで、旧ソ連からの欧州への接近や統合

の動きを、南コーカサス三国を事例に検討し、

さらに同様の検討を中東欧諸国でも行って比

較研究したいと考えたのである。そこでは、

非EU諸国がEUに受け入れられるための条件

を明確にした上で、EU加盟が地理的には可能

と考えられる旧ソ連・東欧諸国側がEUに対し

てどのようなスタンスを取っているか、特に

加盟を希望しているのか否か、また加盟のた

めにどのような努力をしているのかを、地政

学的要件と実質的な発展状況も加味しつつ明

らかにしようと考えた。 

 なお、本研究は、当初 2007 年度から 2009

年度までの 3 年間で行うということで申請し、

受諾されていたが、2009年に出産し、産後休

暇・育児休暇取得のため、1 年間、本課題の

研究を中断したため、終了年次が 1 年後に延

びた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、冷戦終結後の欧州地域の旧共

産圏、すなわち、旧ソ連・東欧諸国が、どの

ように政治・経済発展を遂げているか、また

紛争を解決して平和構築と安全保障を進めて

いるかを、EUとの関係をかぎにして、比較研

究することを目的とした。 

特に大きな軸を据えている南コーカサス

地域については日本ではそもそも研究が大

変少なく、南コーカサスと EU の関係を明ら

かにするだけでも非常に独創的で学問的に

大きな意義を持つと思われたが、さらに中東

欧・旧ソ連諸国を対照とした比較研究を行う

ことは、本研究の意義をさらに高めると考え

られた。何故なら、南コーカサスのみを対象

とすると、その特殊性を指摘するだけになっ



てしまい、その全体的な位置づけが出来なく

なり、地域研究が陥りがちな「地域研究の特

殊論」という悪例を踏襲することにもなりか

ねないからである。しかし、中欧や東欧諸国

の状況とも比較を行えば、地政学的な位置づ

けや歴史的背景、指導者の性格などが共産主

義からの脱却および EU との統合にどのよう

な影響をもたらすのか、ということを指摘で

きるだけでなく、アジアの脱共産化など、更

なる大きな比較検討や包括的議論の基盤を

提供できると考え、今後の可能性も非常に多

面的に想定していた。 

 また、EU 加盟の要件こそが、非 EU 諸国の

政治課題そのものだとも言える。つまり、紛

争解決と平和構築、民主化、経済発展、人権

や自由の保障などである。そのため、本研究

は旧ソ連・東欧諸国の諸問題の解決の示唆を

も提供できる。 

このように、多面的な学術的貢献を果たす

こと、地域発展への視座を与えることを最終

的なゴールとした。 

 
３．研究の方法 

本研究は、文献調査と現地調査を総合的に

組み合わせることによって進めた。比較の事

例としては、以下４つのカテゴリーを設ける。

①ENP対象国であるが、紛争・民主化など課題

が多い旧ソ連諸国（代表として南コーカサ

ス）：アゼルバイジャン、グルジア、アルメ

ニア、②旧共産圏としては早い時期EUに加盟

済みの中欧諸国：ハンガリー、チェコ、③20

07年の第6次EU拡大でEUに加盟した東欧諸

国：ルーマニア、ブルガリア、④さらにその

次のEU拡大で加盟が想定されているが、紛

争・民主化など課題が多い中欧諸国：アルバ

ニア、マケドニア、セルビア、モンテネグロ

（2006年6月にセルビア・モンテネグロが相互

に独立宣言し分離）。これらの分類はEUへの

近さを基準に行った。すなわち、EUに加盟し

ている（②）、EUへの加盟が予定されている

（近年（③）、後年（④））、EU加盟は想定

されていないがEUが接近をしている（①）、

という分類である。これらの比較により、EU

加盟の要件とは何か、また発展後発国はどの

ように発展を進めていけばよいのかというこ

とが明らかになる他、EU拡大の背景にある安

全保障の問題や地政学的問題も明らかになる

ことを想定していた。 

 現地調査では、資料収集はもちろん、現地

の政策担当者、学者などにインタビューをし、

社会･経済水準などについても調査を行った。

また、国民の意識調査も行いたかったのだが、

色々と努力したものの、不可能であったため、

各国で行われた信頼できる社会調査などの結

果を利用することとした。 

南コーカサス研究については、申請者の蓄

積があるため、まずは旧東欧地域の現地調査

を優先した。だが、2007年度に行った②、③

に属するチェコ、ハンガリー、ルーマニア、

ブルガリアにおける調査で、それら諸国とコ

ーカサス地域との比較は「あまりにかけ離れ

ている」が故に、有意ではないという結論に

至った。そこで、かつて（形式は異なるが）

共産主義を維持しており、連邦解体と民族紛

争、政治・経済改革などの痛みを共有してい

た旧ソ連と旧ユーゴスラヴィアの比較に集中

していく方針に切り替えた。また、2008年く

らいから、「黒海地域」という地域枠組みに

注目するようになり、それらに含まれるBSEC

（黒海経済協力機構）やGUAM（グルジア、ウ

クライナ、アゼルバイジャン、モルドヴァと

いう旧ソ連の加盟4カ国の頭文字をとった地

域協力機構）の枠組みにも留意して研究を行

うようになった。 

 2007～2011年には、文献調査に加え、以下

のような現地研究を行った。 

2007年には、チェコ、ハンガリー、セルビ



ア、ブルガリア、ルーマニアで現地調査を行

った。 

2008年度には、①のアゼルバイジャンとロ

シアで現地調査を行った。ロシアでの現地調

査は、研究開始当初は予定されていなかった

が、前述「グルジア紛争」により、ロシアの

コーカサスおよび世界における影響力が富に

増し、またこのことが旧ソ連地域の親欧米路

線に大きなネガティブな影響をもたらし、ま

たNATO拡大が旧ソ連に及ぶ動きを事実上封じ

込めることとなり、本研究においてロシアの

動向が極めて重要となったことから、ロシア

での調査を急遽加えることにした（なお、ロ

シア出張は別資金による）。 

2010年度には、マケドニア、モンテネグロ、

コソヴォで調査を行った。また、ドイツで行

われたアゼルバイジャンに関する国際会議に

も出席し、専門家と議論を深めた。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は、５に記載するもののみな

らず、2011年夏に出版予定の拙著（アスキー

新書）と、2012年度内をめどに出版予定の拙

著（NHK出版）において発表する予定であり、

さらに2011年11月に米国・ワシントンDCで行

われる予定のアメリカスラブ学会・年次大会

でも「The Perspective on Peace-building 

of the Unrecognized States from the Com

parative Point of View」というタイトルで

報告することが決まっている。 

本研究で明らかになったことの概要を以下

に記す。 

第一に、旧ソ連圏といっても、その性格に

はかなりの差異がある。中欧、東欧、旧ユー

ゴスラヴィア、旧ソ連それぞれで歴史的背景、

地理的位置に大きな違いがあり、比較には必

ずしも適していないということである。特にE

Uとの接近や統合を考えた場合、その地理的位

置は決定的な意味を持つことが分かった。EU

はその政策を常にEUにとって有益かどうかに

基づいて決定している。EUサイドは、中欧、

東欧、旧ユーゴスラヴィアは「欧州」だと考

えているが、旧ソ連については、欧州の外側

に位置すると考えている。欧州が旧ソ連のヨ

ーロッパ部（コーカサス地域を含み、ロシア

を除く）に対して進めてきた「欧州近隣諸国

政策」や「東方パートナーシップ」は、それ

ら諸国とEUの接近を意味するものではなく、E

U側はEUの安定を保つためにEUの外側の安定

を保つための「EUにとって利己的な」政策だ

と位置づけており、むしろ、それがEUの外側

の「境界線」となっているのである。 

とはいえ、第二に、旧ユーゴスラヴィアと

旧ソ連の比較には一定の意味があるという結

論に至った。両地域の歴史的・地理的背景は

異なるが、連邦解体、連邦内からの新興諸国

の独立、民族紛争、民主化、経済発展など、

冷戦終結後に多くの共通の経験をしているだ

けでなく、両地域の下からの民主化運動や未

承認国家をめぐる動きには多くの関係が見ら

れ、比較検討する意義があるという結論に至

った。 

特に、第三に冷戦後の世界の変化を決定づ

けたグルジア紛争は、旧ユーゴスラヴィアの

問題と旧ソ連の問題の関連の深さを印象付け

た。特に、欧米諸国が旧ユーゴスラヴィアの

コソヴォの独立を承認したことは、グルジア

紛争の大きな原因の一つになっただけでなく、

ロシアがグルジアの未承認国家であるアブハ

ジアと南オセチアの承認を誘引することとな

った。両地域の紛争の進行プロセスや和平プ

ロセスについても比較検討すると興味深い点

が多々ある。 

そして、第四に両地域の全ての諸国ないし

人々が欧米主導の動きを喜んでいるわけでは

ないということも指摘できよう。また民主化



プロセスも、旧ソ連諸国と旧ユーゴスラヴィ

アの中で紛争の被害や影響を受けたセルビア、

モンテネグロ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、

コソヴォについては、まだ多くの課題を抱え

ており、比較検討すると興味深い論点がいく

つも見られた。セルビアの民主化運動が、グ

ルジア・ウクライナの「色革命」と関係があ

ることも重要である。 

とはいえ、第五に、旧ユーゴスラヴィアと

旧ソ連の命運を決定的に分けているのはやは

り両者の地理的な位置である。欧米諸国がコ

ソヴォの国家承認をする一方、旧ソ連の未承

認国家の独立承認をしない最大の理由は「欧

州に位置しているか否か」という地理的根拠

にある。欧米の政策当事者は一様に、コソヴ

ォは欧州に位置するからこそ、独立させる必

要があると述べ、また、欧州の安全を守るた

めにその「外壁」である旧ソ連の安定・民主

化を支持するのだと主張する。 

このように、本研究により、主に五つの論

点が浮かび上がった。今後、さらなる関係文

献の読み込みによって、これら論点に肉付け

をし、先述のように学会報告や著書の形でま

とめ、広く学界、一般に発表していきたい。 
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